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第１　土　　工                                                                    

　１－１締固め工                                                         

　　１－１－１  締固め（振動ローラ・タンパ）                                                   

　　　ア、機種の選定                                                                 
        締固め機械は次表を標準とする。      

        備考１．機械の選定にあたっては現場条件により上表によりがたい場合は現場条件に
              適した機種規格を選定する。                       
        備考２．振動ローラによる締固めにおいて障害物などの現場条件によりタンパ等の
              組合せを考慮する。

    　イ、締固め機械の作業能力
    　　　①　作業量を締固め土量（㎥／ｈ）で表す場合 Ｑ：運転時間１時間当たり作業量

Ａ：運転時間１時間当たり作業面積
Ｖ：締固め速度                 
Ｗ：１回の有効締固め幅         

    　    ②  作業量を締固め面積（㎡／ｈ）で表す場合 Ｄ：仕上り厚さ         
Ｎ：締固め回数
Ｅ：作業効率

    （ア） １回の有効締固め幅（Ｗ）

0.7
0.28

　　（イ） 締固め作業速度（Ｖ）   

　　（ウ） 仕上り厚さ(Ｄ)及び、締固め回数(Ｎ)

　　（エ） 作業効率(Ｅ)

－
0.5 －
0.4 0.8
0.3 －

Ｎ

V * W *  E
Ｎ

標
準
値

容　　易
標　　準
困　　難

タ　ン　パ
作業効率の範囲 0.1～0.6

　幅　1.0ｍ以上
　幅　1.0ｍ未満

2.5t～2.8t
60～80㎏

2.5t～2.8t

摘　　　　　　要

0.30

規　　　　　格

0.20 6
0.15 6

Ｗ

Ｖ
1,000
550

9

－1－

機　　械　　名
振動ローラ

機　　　　　種

60～80㎏
振 動 ロ ー ラ

規　　　　　格

締固め度期待値
路 床 並
構造物の基礎等

〃

タ ン パ

機 種 振動ローラ

(㎥/h)

(㎡/h)

V * W * D * E

タ　　ン　　パ

2.5t～2.8t
60～80㎏

仕上り厚さ（ｍ）

Ｑ＝

Ａ＝

規　　　　　格
振 動 ロ ー ラ
タ ン パ

機　　　　　種

0.30上 記 以 外 5

締固め回数



　　（オ） 振動ローラ運転歩掛り
(１時間当たり）

規　　格 単位
人
㍑
ｈ

備考：T=運転日当たり運転時間

　　（カ） タンパ締固め施工歩掛り
(100㎥当たり）

単位
人
日

　　（キ） タンパ運転歩掛り
(1日当たり）

単位
人
㍑
日

備考１　１日当たり実働時間は５時間とする。
　　２　タンパの１日当たりの作業量は37㎥とする。(7.4㎥/h*5h=37㎥）

    １－１－２　３ｔブルドーザ敷均し

　　（ア）適用範囲
　　　道路及び河川工事等で施工幅員が2.5ｍ以上4.0ｍ未満の狭い箇所及び構造物
　　付近の狭隘な箇所の敷均し作業とし、標準機種では施工が困難な場合に適用す
　　る。

　　（イ）機械による施工歩掛り
単位
人
㍑
ｈ

備考　運転１時間当りの施工歩掛りは、仕上り厚さ（Ｄ）を0.2～0.3ｍとする場合、
　　22㎥／ｈとする。

　　（ウ）補助労力

　１－２　産業廃棄物の取扱い
　産業廃棄物の処理費については、最寄りの処分場より見積徴収することとする。
また、運搬費の積算が困難な場合も見積徴収とする。
　ｺﾝｸﾘｰﾄ殻、ｱｽﾌｧﾙﾄ殻、杭打工等の泥水(ﾍﾞﾝﾄﾅｲﾄ等)、化粧型枠の発泡ｽﾁﾛｰﾙ等

普通作業員
タンパ運転

特殊作業員

タンパ賃料

特殊作業員

特殊作業員
名 称

軽 油
機械賃料

1.38
3KW*0.301=0.90*5ｈ

60～80㎏

29KW*0.175
建設機械運転労務歩掛表による

規　　格 数　量 摘　　　　　要

普　通　作　業　員 0.03

軽 油
機械損料 3t 1.00

職　　　　　　　種 数　　　　　　量

5.10

（人／10㎥）

搭乗式タンデム型1.00

3.00

摘　　　　　要
補助労務

数　量
3.00

0.19

摘　　　　　要

摘　　　要
1/T=1/4.3h≒0.23
19KW*0.152㍑/PSh

数　量

ガソリン

名 称 規　　格 数　量
1.00

0.23
2.90

－2－

名 称

名 称

2.5t～2.8t

60～80㎏

規　　格

建設機械運転労務歩掛表による
4.50



第２　運　搬　工
　
　２－１　貨物自動車運搬

－3－



－4－



－5－



－6－



第３　コンクリート工
　
　３－１　コンクリートポンプ車
　
　　３－１－１　コンクリートポンプ車打設

 １ 設計日打設量は、構造物ごとの標準日打設量とする。ただし２以上の構造物のコ
　ンクリート打設を同時に施工できる場合は、これを一群と考えて標準日打設量を決
　定する。

　　　２ 設計日打設量の算定は次のとおりとする。

  　　　 ①　打設日打設量                
                                                 

②  打設回数
全高 袖高
2 2

全高
2

a　構造物体積は本堤、岩盤間詰を含む総量とする。
b　打設回数は各々で切上げ計算とする。
c　伸縮継目（型枠有）１箇所につき打設回数１回を加算する。（但し最大２回
 までとする。）
d　構造物にﾌｰﾁﾝｸﾞがある場合は、打設回数１回を加算する。（但し、堤高・全
 高はﾌｰﾁﾝｸﾞ高を控除すること）

　３－２　水　抜　
  　
　　３－２－１　塩ビ管水抜                （１ｍ当たり） 

呼び径 200　外径 216　肉厚 6.5mm
　〃　 300　 〃  318　 〃  9.2mm
　〃　 400　 〃  420　 〃 11.8mm
　〃　 500　 〃  520　 〃 14.6mm

備考　１．塩ビ管水抜きの径は0.4ｍを標準とする。

　　３－２－２　木製水抜                
（４）方０．８ｍ （１ｍ当たり） 

備考　１．杉板は１枚当たり0.0042㎥　１６枚使用
　　　２．杉桟木は１本当たり0.0072㎥　６本使用
　　　３．洋釘（5.1cm）は（1kg当り405本）２０７本使用
　　　４．洋釘（7.6cm）は（1kg当り178本）　２８本使用

（５）方１．０ｍ （１ｍ当たり） 

備考　１．杉板は１枚当たり0.0042㎥　２０枚使用
　　　２．杉桟木は１本当たり0.0072㎥　７本使用
　　　３．洋釘（5.1cm）は（1kg当り405本）３３５本使用
　　　４．洋釘（7.6cm）は（1kg当り178本）　３２本使用

7

杉　　板 杉 桟 木 剥離剤

0.07 ㎥

－7－

型　枠　工

0.18 ㎏ 0.15 人0.08 ㎥ 0.05 ㎥ 0.40 ㍑ 0.83 ㎏

洋　　　　釘
7.6 ㎝5.1 ㎝

200*12*1.75㎝ 200*6.0*6.0㎝ 7.6 ㎝5.1 ㎝
0.51 ㎏0.04 ㎥ 0.32 ㍑

200*12*1.75㎝ 200*6.0*6.0㎝

0.10人〃 0.40ｍ
0.10人

〃 0.50ｍ 0.10人

杉　　板 杉 桟 木 剥離剤

0.14 ㎏ 0.15 人

型　枠　工洋　　　　釘

＋ｃ＋ｄ

（ ）回 ＋ｃ＋ｄ

）回 ＋（ ）回

〃 0.30ｍ
0.20ｍ

名　　称 形状寸法
0.10人

備　　　　　　　考
硬質塩ビ管

型枠工

構造物体積
打設回数

谷止工、床固工

護岸工、土留工

＝

＝

（

①　設計日打設量 ＝



　３－３　昇降ステップ　

　　３－３－１　昇降ステップ設置歩掛り
（10段当たり） 

単位
人
人
人
段
日
％

備考　１．発動発電機は賃料とする。  
　　　２．諸雑費はビッド、ハンマドリル損料等の費用であり、労務費、賃料及び
　　　　運転経費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。

　　３－３－２　機械運転歩掛り
「３－７－（４）機械運転歩掛り」による。

　３－４　アンカー掘削挿入
（100ｍ当たり） 

備考１．本表はさく岩機によって削孔し、長さ1.8ｍ程度までのアンカーを設置する
　　　場に適用する。
　　２．諸雑費は、ロット、ビットの損耗費及びセメントミルク等の充填材の費用と
　　　し、労務費の３％を計上する。

　３－５　コンクリート接着剤処理

単位
人
％
㎏

備考  接着剤塗布、清掃のための器材費として労務費の2.5％を計上する。

　３－６　堤名板設置

人 人
人 人
人 人
人 人
人 人
人 人

備考  １．金属板Βを標準とする。
　　　２．治山構造物の全てに適用する。 
　　　３．１構造物に１個設置することを原則とし、施工が多年にわたる場合は完成
　　　　年度を記載する。
　　　４．山腹工で複数の土留工を設置する場合は、見やすい構造物に1個設置する。

昇 降 ス テ ッ プ 10.00
山 林 砂 防 工 0.08

諸 雑 費 24.00
発 動 発 電 機 運 転 　2KVA 0.34

名　　　　称 規 格 ・ 寸 法 数　量

特 殊 作 業 員 0.24

摘　　　　要
世 話 役 0.06

さ く 岩 工

名　　　　称
世 話 役

規　　　　　格

特 殊 作 業 員

山 林 砂 防 工

単　位
人
〃

〃
〃

数　　　　量
0.05
0.21

0.21
0.62

数　量規 格 ・ 寸 法

日
〃
％

0.21
0.62
3.00諸 雑 費

コンプレッサ機械経費
さ く 岩 機 損 料

可搬式　10.6㎥/min
レッグハンマ　40㎏級

金属板Ｂ(ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金) 550*400*12㎜ 0.07 0.14
550*400*70㎜ 0.07 0.27

金属板Ａ(ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金) 400*300*10㎜ 0.07 0.14
石　材Ａ 400*300*70㎜ 0.07 0.21

接　着　剤 5.00 エポロン又はショーボンド

寸　　　　法

－8－

石　材Ｃ 800*600*80㎜ 0.07 0.34
金属板Ｃ(ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金) 0.07 0.14
石　材Ｂ

800*600*15㎜

区　　　　　分 世　話　役 山林砂防工

名　　称
山林砂防工 0.20 接着面清掃、接着剤塗布一切

器　材　費 2.50

摘　　　　要



　３－７　コンクリート削孔工

（１）コンクリート構造物の削孔（挿し筋、アンカー、防護柵類、落石防止柵類、排水穴
　　等）作業に適用する。

（２）削孔歩掛り
（100孔当たり） 

備考　１．発動発電機及び空気圧縮機は賃料とする。
　　　２．ハンマドリルの諸雑費はビット、ハンマドリル損料等の費用であり、労務費、
　　　　機械損料、賃料及び運転経費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計
　　　上する。
　　　３．削岩機の諸雑費はロッド、ビットの費用であり、労務費、機械損料、賃料及
　　　　び運転経費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。
　　　４．コアボーリングマシンの諸雑費はコアボーリングマシン固定用のアンカー打
　　　　込みに必要な費用であり、労務費、機械損料、賃料及び運転経費の合計額に上
　　　　表の率を乗じた金額を上限として計上する。

（３）コアボーリングマシンの使用ビット径

（４）機械運転歩掛り
（１日当たり） 

１日当たり運転時間5.1ｈ軽　　　油 ㍑ 25.0
空気圧縮機 可搬式3.7㎥/min 日 1.7
ガソリン ㍑ 11.0

3KVA 日 1.3
㍑ １日当たり運転時間5.4ｈ6.5

１日当たり運転時間6.3ｈ

64.7 77.4 90.8 110.0

2KVA 日 1.3
規　　　　格 単位 数　量 摘　　　　　要

180以上

200未満

110以上

128未満

128以上

160未満

128.5 160.0 180.0 204.0

77以上

90未満

90以上

110未満

60を超え

64未満

64以上

77未満

160以上

180未満

ガソリン
発動発電機賃料

適用削孔径
（㎜）

使用ビット径
（㎜）

名　　称
発動発電機賃料

1.6

100以上 100以上 200以上

60を超
200以下

(2.9kW)

30以上60以下

削　　岩　　機
（ﾊﾝﾄﾞﾊﾝﾏ15㎏級）

400以上 200以上
200以下 200未満 400未満 600未満 400以下

ｺｱﾎﾞｰﾘﾝｸﾞﾏｼﾝﾊﾝﾏﾄﾞﾘﾙ

世　話　役 0.3 0.5
特殊作業員 人 1.5

(38mm）
10以上
30未満

適　用　削　孔　径（㎜）

削 　孔 　機 　械 　名

規　　格名　　称 単　位
適　用　削　孔　深（㎜）

人 0.3 0.2
9.8

普通作業員 人 0.4 0.4 0.8 1.4 2.8
1.2 3.1 5.1

3.4
発動発電機運転 ｶﾞｿﾘﾝ駆動2KVA 日 1.7
削岩機損料 ﾊﾝﾄﾞﾊﾝﾏ15㎏級 日 1.0 2.1

3.4
コア用ビット ﾀﾞｲﾔﾓﾝﾄﾞﾋﾞｯﾄ 個 5.7
空気圧縮機運転 可搬式ｶﾞｿﾘﾝ3.7㎥/min 日 1.0 2.1

9.0諸　雑　費 ％ 24.0 4.0

10.3
発動発電機運転 ｶﾞｿﾘﾝ駆動3KVA 日 10.3
ｺｱﾎﾞｰﾘﾝｸﾞﾏｼﾝ損料 2.9kw 日

4.0 4.0
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第４　土　留　工

　４－１　二重布団かご工

１．機械中詰

　　（長さ２ｍ） （10ｍ当たり） 

単位

人

ｍ

時間

注：床拵え（0.2人/10㎡）は別途計上する。

　　 (長さ３ｍ) （10ｍ当たり） 

単位

人

ｍ

時間

注：床拵え（0.2人/10㎡）は別途計上する。

　４－２　土のう積工

（10㎡当たり） 

袋

束

萱株採取

萱株植付仕上げ

　４－３　緑化土のう積工

（10㎡当たり） 

袋
人

10

121.00

土のう拵え積上げ0.0235人/袋

摘　　　　　要

1.05 組立据付0.40　中詰0.65

摘　　　　　要

山林砂防工 4.00 2.84

緑化土のう 70*48㎝(出来上り55*15*39㎝)

名　　　　称 規 　格 数　量 摘　　　　要

山林砂防工 ３ｍ 1.03 組立据付0.36　中詰0.67

二重布団かご 網目13㎝　#8 10.00

名　　　　称 規 　格 数　量 摘　　　　要

山林砂防工 ２ｍ

機械運転経費 ﾊﾞｯｸﾎｳ　0.20㎥ 0.90

規　　　　格名　称

二重布団かご 網目13㎝　#8 10.00

萱 株 1.00 1.00

土 の う 62*48㎝(出来上り49*15*39㎝) 170.00 136.00

0.03 0.03

名　称 規　　　　格 単位
数　　　　量

170.00

小口積 側面積

単位
数　　　　量

小口積 側面積

機械運転経費 ﾊﾞｯｸﾎｳ　0.20㎥ 0.90

山林砂防工 人
4.00 3.20

0.21 0.21
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土のう拵え積上げ0.0235人/袋



第５　山　腹　工

　５－１　法枠工

　　５－１－１　木製軽量法枠工

（１）ｱﾝｶｰﾋﾟﾝ設置（土砂）

（100㎡当たり） 

単位

人

本

備考：アンカー杭の費用は、法枠の単価に含む。

（２）枠内吹付

（100㎡当たり） 

単位

㎡

　　５－１－２　丸太法枠工

（１）丸太法枠 （100㎡当たり） 

単位

本

本

本

本

㎡

人

人

㎡

　５－２　柵　工

　　５－２－１　柵工(パネル)(H=0.4ｍ)

（10ｍ当たり） 

単位

人

人

ｍ

本

　　５－２－２　柵工(金網)(H=0.5ｍ)

（10ｍ当たり） 

単位

人

人

ｍ

本

杭打0.04人/本

かすがい φ=12㎜　L=240㎜ 29.00

アンカー杭 木杭750*40*40㎜ 110.00

名　　　称 規　　　　格 数　量 摘　　　　　要

名　　　称 規　　　　格 数　量 摘　　　　　要

普通作業員 3.63 0.33*110/10

〃 φ=6㎜　L=90㎜ 116.00

切　丸　太 φ=9.0㎝　L=2.0ｍ 87.00 29*3組

止　　　杭 φ=6.0㎝　L=0.6ｍ 29.00

緑化面積 87.80

名　　　称 規　　　　格 数　量 摘　　　　　要

名　　　称 規　　　　格 数　量 摘　　　　　要

山林砂防工 0.52 杭打0.04人/本

山林砂防工 3.25

階段間法面仕上 100.00 必要に応じて計上

種子吹付工 84.30 100-(15.66+0.08)

世　話　役 0.14

山林砂防工 0.40 組立・仕上げ

杭　　　木 末口径8㎝×長さ1.2ｍ 13.00 杭間隔0.75ｍ

名　　　称 規　　　　格 数　量 摘　　　　　要

山林砂防工 0.40 組立・仕上げ

パ　ネ　ル 長さ500㎝×高さ50㎝ 10.50

杭間隔0.75ｍ

金　　　網 網目14㎜　Ｕ字釘付 10.50

杭　　　木 末口径8㎝×長さ1.2ｍ 13.00

山林砂防工 0.52
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　５－３　筋　工

　　５－３－１　筋工(植生帯梢)

（10ｍ当たり） 

単位

人

ｍ

　　５－３－２　緑化土のう筋工

（10ｍ当たり） 

単位

人

袋

袋

備考：萱株の採取が困難な場合に採用する。

　　５－３－３　土のう筋工

（10ｍ当たり） 

単位

人

人

袋

束

　　５－３－４　丸太筋工（改良支柱）

（10ｍ当たり） 

単位

人

本

本

本

㎏

備考：２０ｍ程度の小運搬を含む。

名　　　称

名　　称 規　　　　　　格 摘　　　　　要数　量

山林砂防工 1.28 土のう製作積上げ 0.0235人*54.5袋

植生帯梢 長さ100㎝×高さ35㎝×幅33㎝ 10.00

山林砂防工 0.40

規　　　　格 数　量 摘　　　　　要

土　の　う 62㎝*48㎝ 仕上り寸法49*15*39㎝ 61.20 側面３段積み 高さ0.45ｍ 法３分

萱　　　株 打違１ｍ縄 2.00 萱株採取0.21人/束

山林砂防工 1.44 土のう製作積上げ 0.0235人*61.2袋

山林砂防工 0.06 萱株植付け・仕上げ0.03人/束

緑化土のう 70㎝*48㎝ 仕上り寸法55*15*39㎝ 54.50 側面３段積み 高さ0.45ｍ 法３分

名　　称 規　　　　　　格 数　量 摘　　　　　要

植生土のう 60㎝*40㎝ 仕上り寸法50*10*30㎝ 60.00 側面３段積み 高さ0.30ｍ 法３分

補助パイプ L=650㎜　φ=25.4㎜ 3.00 0.70㎏/本

なまし鉄線 #10 1.90

丸　　　太 L=3.0ｍ　φ=0.075ｍ 10.00

支　　　柱 L=650㎜　φ=31.8㎜ 10.00 1.62㎏/本

名　　称 規　　　　　　格 数　量 摘　　　　　要

山林砂防工 0.46 支柱打込0.23  丸太結束組立0.23
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　５－４　緑化工

　　５－４－１　緑化工種子量 （100㎡当たり） 

 ﾄｰﾙﾌｪｽｸ

 ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞｸﾞﾗｽ

 ﾚｯﾄﾞﾄｯﾌﾟ

 ﾎﾜｲﾄｸﾛｰﾊﾞｰ

 ﾖﾓｷﾞ

 ﾔｼｬﾌﾞｼ

 ﾒﾄﾞﾊｷﾞ

 ｲﾀﾄﾞﾘ

 ｸﾘｰﾋﾟﾝｸﾞﾚｯﾄﾞﾌｪｽｸ

 ｵｰﾁｬｰﾄﾞｸﾞﾗｽ

 ｹﾝﾀｯｷｰﾌﾞﾙｰｸﾞﾗｽ

 ﾔﾏﾊｷﾞ(皮付き)

 ｺﾏﾂﾅｷﾞ

 ﾊﾞﾋｱｸﾞﾗｽ

（100㎡当たり） 

 ﾄｰﾙﾌｪｽｸ

 ﾖﾓｷﾞ

 ﾒﾄﾞﾊｷﾞ

 ｲﾀﾄﾞﾘ

 ｸﾘｰﾋﾟﾝｸﾞﾚｯﾄﾞﾌｪｽｸ

 ﾊﾞﾋｱｸﾞﾗｽ

 ﾔﾏﾊｷﾞ(皮付き)

 ｺﾏﾂﾅｷﾞ

 ｹﾝﾀｯｷｰﾌﾞﾙｰｸﾞﾗｽ

 ﾎﾜｲﾄｸﾛｰﾊﾞｰ

 ﾖﾓｷﾞ

備考：１．本表は斜面実播工の標準実播量であり、施工地の条件等により変更

　　　　することができる。

　　　２．ロス率含まず。

　　　３．種子配合については、環境省が指定する要注意外来生物及び各県等

　　　　の条例に留意すること。

5㎝

播　　　　種　　　　量　　　（㎏）

種　子　名

3㎝

0.54 0.67 0.083 0.138

0.32

0.35

0.09

2.46

0.15

0.04

0.28

0.09

0.23

0.24

0.19

0.94

2.21

0.07

0.03

0.17

0.12

0.15

0.170

0.151

0.202

0.026

0.545

1.615

0.103

0.463

0.102

0.091

0.336

0.043

0.909

0.172

0.772

0.091 0.200

0.102

計

種　子　名
播　　　　種　　　　量　　　（㎏）

8種B 6種

2.691

0.545

0.103

0.026 0.300

0.202

0.100

0.200

0.200

0.463

1.615 1.800
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0.083 0.800

種子吹付 植生基材吹付工

8種A 10種
8種B

客土工(3㎝未満)



　　５－４－２　法面吹付工（背負式小型吹付機使用）歩掛表

（100㎡当たり） 

単位

日

㍑

㎡

㍑

人

〃

〃

〃

備考：清水の運搬及び給水の必要がある場合は別途計上する。

　　５－４－３　種子吹付緑化材料

（１）１０種 （100㎡当たり） 

単位

㎏

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

㎡

本

〃

㎡

本

〃

単位

人

〃

〃

（２）特殊配合モルタル （100㎡当たり） 

単位

㎏

〃

〃

〃

〃ｸﾞﾘｰﾝﾏｯﾄ 木質ﾌｧｲﾊﾞｰ 15.00

土壌改良材 ﾍﾞﾝﾄﾅｲﾄ(ｸﾞﾆｹﾞﾙV1) 6.00

15.00肥　　　料

ﾊﾞｰﾃﾞｨｰｸﾞﾘｰﾝ 5.00

高度化成

世　話　役 0.30

名　　　称 規　　　格 数　量 摘　　　　要

普通作業員 0.70

法　面　工 0.40

種　　　子 ８種A 2.21

名　　　称 規　　　格 数　量 摘　　　　要

250.00

〃 ｸﾞﾘｰﾝｾﾙﾛｰｽﾞ 140.00

分散粘着剤 CMC 2.00

〃 φ9-250 150.00

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ φ13-600 30.00

被　覆　剤 ﾘｸﾞﾆﾝ石こう 120.00

〃

摘　　　　要

2.46

雑　 材 　料   主燃料費の１０％

混　 合 　油 ２０：１ 0.10

名　　　称 形　状　寸　法 数　量 摘　　　　要

吹付機械損料 3.5PSエンジン付 0.22

山林砂防工 0.03 吹付100㎡当り0.03人

材料混合100㎡当り0.01人

〃 0.02 足場作りその他100㎡当り0.02人

〃

ｸﾞﾘｰﾝﾌｧｸﾀｰ 100.00 １号

清　　　　水 40.00

材料小運搬機械投入100㎡当り0.23人

肥　　　料 高度化成 10.00

種　　　子 10種（10種）

養　生　剤 ｽﾀﾋﾞﾗ 30.00

〃 0.10

ﾊｲｺﾝﾄﾛｰﾙ650 10.00

有機質肥料 千代田有機 180.00

名　　　称 規　　　格 数　量

着　色　剤 ﾀﾌﾀｯｸ 40.00

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ φ13-400 30.00

植生ネット 210D，15*17㎜ 120.00 植生ﾈｯﾄ張工に適用

ﾗ ｽ 金 網 #14-50*50 140.00 ﾗｽ金網張工に適用

〃 φ9-250

0.23
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　　５－４－４　客土吹付緑化材料

（１）８種B （100㎡当たり） 

単位

㎏

〃

〃

〃

〃

〃

〃

（２）６種(1㎝） （100㎡当たり） 

単位

㎏

〃

〃

㍑

〃

〃

㎏

〃

㍑

（３）６種(2㎝） （100㎡当たり） 

単位

㎏

〃

〃

㍑

〃

〃

㎏

〃

㍑

（４）６種(3㎝） （100㎡当たり） 

単位

㎏

〃

〃

㍑

〃

〃

㎏

〃

㍑

土壌改良材 360.00

活性炭 300.00

15.00

種　　　子 ６種（客土） 1.80

名　　　称 規　　　格 数　量 摘　　　　要

ｵｰﾖｰﾌｧｲﾊﾞｰ 30.00

肥　　　料 高度化成 5.00

〃 ﾊｲｺﾝﾄﾛｰﾙ650

〃 ﾊｲｺﾝﾄﾛｰﾙ650 5.00

肥　　　料 高度化成 15.00

〃 ﾊｲｺﾝﾄﾛｰﾙ650 10.00

土壌改良材 ﾊﾞｰﾃﾞｨｰｵｰﾙ 12.00

肥　　　料 PK化成 24.00

〃 ｸﾘｺｰﾄC 0.50

養　生　剤 ﾃﾝｿﾞｰﾙ 15.00

被　覆　剤 ﾃﾝｿｲﾙ3号-S 42.00

土 壌 基 剤 ﾃﾝｿｲﾙ35号 1780.00

種　　　子 ８種（客土） 1.62

名　　　称 規　　　格 数　量 摘　　　　要

種　　　子 ６種（客土） 1.80

結合材 60.00

養生材等

結合材 120.00

20.00

ｸﾘｺｰﾄC

摘　　　　要

14.40

活性炭 200.00

240.00

名　　　称 規　　　格 数　量 摘　　　　要

養生材等 緑王ソイル 3100.00

土壌改良材

ｵｰﾖｰﾌｧｲﾊﾞｰ

ｵｰﾖｰﾌｧｲﾊﾞｰ 10.00

名　　　称 規　　　格 数　量

種　　　子 ６種（客土） 1.80

肥　　　料 高度化成 10.00

結合材 180.00

ｸﾘｺｰﾄC 21.60

養生材等 緑王ソイル 4650.00

ｸﾘｺｰﾄC 7.20

活性炭 100.00

－15－

緑王ソイル 1550.00

土壌改良材 120.00



　　５－４－５　植生基材吹付緑化材料

（１）８種B （100㎡当たり） 

単位

㎏

〃

〃

〃

〃

　　５－４－６　人力播種緑化

（100㎡当たり） 

単位

人

㎏

　　５－４－７　植生ネット工(マット）

（100㎡当たり） 

単位

人

人

人普通作業員 0.45

規　　　格 数　量 摘　　　　要

山林砂防工

名　　　称 規　　　格

ﾗｽ金網張工に適用

名　　　称

0.10

手まき用種子 20.00

数　量 摘　　　　要

世　話　役

0.99

0.36
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法　面　工

肥　　　料 PK化成 18.00 30.00

土壌活性材 ﾊﾞｰﾃﾞｨｰｵｰﾙ 12.00 20.00

養　生　剤 ﾃﾝｿﾞｰﾙ 12.00 20.00

〃 粒結剤 6000.00 10000.00

名　　　称 規　　　格 数量(3㎝) 数量(5㎝) 摘　　要

種　　　子 ８種（客土） 1.62 2.69



　５－５　伏　工

　　５－５－１　張芝工（野芝）

（10㎡当たり） 

単位

㎡

本

人

〃

　 備考：桜島は萱株0.2束使いとし、山林砂防工を0.01人(植付仕上げ)を計上する。

　　５－５－２　張芝工（植生シートA）

（10㎡当たり） 

単位

㎡

人

　　５－５－３　張芝工（植生シートB）

（10㎡当たり） 

単位

㎡

人

　５－６　材料採取

　　５－６－１　挿し木(目串)採取

（10束当たり） 

単位

人

　　５－６－２　杭木採取

（10本当たり） 

単位

人

　　５－６－３　挿し木

（10束当たり） 

単位

人

0.11 採取

名　　　称 形　状　寸　法 数　量 摘　　　　要

名　　　称 形　状　寸　法 数　量 摘　　　　要

山林砂防工 0.15 張付仕上げ

山林砂防工 0.15 張付仕上げ

植生シートB

山林砂防工 長さ1.2～1.5m　末口径9㎝～10㎝

幅55㎝×長10.00ｍ 串付Ⅰ型 10.50

山林砂防工 長さ20㎝　径2㎝(1束100本) 1.00 やなぎ等の採取・結束

名　　　称 形　状　寸　法 数　量 摘　　　　要

目　　　串 151.5枚×2=303303.00

切　　　芝 半土つき33×20㎝ 10.50

〃 0.72 芝付・仕上

0.10山林砂防工 床拵

植生シートA 幅1.00ｍ×長さ5.00ｍ 10.50 止串付

名　　　称 形　状　寸　法 数　量 摘　　　　要

名　　　称 形　状　寸　法 摘　　　　要数　量

山林砂防工 0.50 孔あけ・植込み(やなぎ等)
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名　　　称 形　状　寸　法 数　量 摘　　　　要

長さ20㎝　径2㎝(1束100本)



　５－７　加算工種

本工種に加算する工種は下表のとおり

筋
　
　
　
　
工 丸 太 筋 工 ○ 1.0

4.0

植 生 か ご ○

石 筋 工 ○

萱 筋 工 ○ 2.0

土 の う ○ 2.0

緑 化 土 の う ○

柵
　
　
工

植生シート工 ○

伏
　
　
工

植生マット工 ○

萱株(束）／10m

編 柵 工 ○ 4.0

区　分 工　　種 階段切付 斜面整地

丸 太 積 柵 工 5.0

木 柵 工 ○ 1.5
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　５－８　数量算出係数表

（１）法面積算出表 （階段長１ｍ当たり：単位㎡）

傾斜角

直高（ｍ）

（２）斜面積表による階段延長割出表 （斜面積ｈa当たり：単位ｍ）

傾斜角

直高（ｍ）

（３）平面積表による階段延長割出表 （平面積ｈa当たり：単位ｍ）

傾斜角

直高（ｍ）

1300 1665 2062
1348

39731213 1554 1925 2334

5182
1654 2120

1517 1943 2406 2918

3814 45452624 3183

3496 4167 4966

1820 2332 2887

41091255 1608 1991 2415 2893 3448
3571 4256

5417
1582 2027 2510 3044 3648 4348

2797 3333

1456 1865 2309 2801 3356 4000 4767

1727 2138 2593 3108
1400 1793 2221 2693

2501

3227 3846 4584
3704 4414

2997

3501

4662 55563208 3890

4196 5000 5959
1733 2221 2749 3334 3996 4762 5675

2141 2743 3396 4119 4936 5882 7010
6621

1916 2454 3039 3685 4416 5263 6272
2022 2591

2426 3109 3849 4668 5594 6667 7945
2600 3331

2275 2914 3608 4376

5994 71434124 5002

5244 6250 7448

1.9
2.0
2.1
2.2

1.5
1.6
1.7
1.8

9091 10834

2.7
2.8
2.9
3.0

2.3
2.4
2.5
2.6

3033 3886 4811 5835
3309 4239 5249 6365 7628

6992 8333 9931
2800 3587

50°
3640 4663 5774 7002 8391 10000

20° 25° 30°

1.1
1.2
1.3
1.4

40° 45°35°
11918

4441 5386 6455 7692 9167
8512

1.0

2217 2438 26422.9 1179 1457 1724
2143 2357 25533.0 1140 1409 1667

1.7113 1.5556 1.43591.1 3.2162 2.6028 2.2000 1.9178

1912
1978
2048
2124
2206
2294
2390
2494
2607

2472 2720 29462.6 1315 1625 1923
2381 2619 28372.7 1267 1565 1852
2296 2525 27362.8 1221 1509 1786

2795 3074 33312.3 1487 1837 2174
2678 2946 31922.4 1425 1761 2083
2571 2828 30642.5 1368 1690 2000

2868 3214 3536 38302.0 1710 2113 2500
2731 3061 3367 36482.1 1629 2012 2381

2922 3214 34822.2 1555 1921 2273

3374 3781 4159 45061.7 2012 2486 2941
3187 3571 3928 42561.8 1900 2348 2778
3019 3383 3722 40321.9 1800 2224 2632

4097 4591 5051 54721.4 2443 3019 3571
3824 4285 4714 51071.5 2280 2817 3333
3585 4017 4419 47881.6 2138 2641 3125

5214 5844 6428 69641.1 3109 3842 4545
4780 5356 5892 63841.2 2850 3522 4167
4412 4945 5439 58931.3 2631 3251 3846

35° 40° 45° 50°

20° 25° 30°

20° 25° 30°
5736 6428 7071 76601.0 3420 4226 5000

4.8817 4.3560 3.9598 3.65512.8 8.1867 6.6254 5.6000
5.0560 4.5116 4.1012 3.78572.9 8.4790 6.8620 5.8000
5.2303 4.6672 4.2426 3.91623.0 8.7714 7.0986 6.0000

4.3586 3.8893 3.5355 3.26352.5 7.3095 5.9155 5.0000
4.5330 4.0449 3.6770 3.39412.6 7.6019 6.1521 5.2000
4.7073 4.2005 3.8184 3.52462.7 7.8943 6.3887 5.4000

3.8356 3.4226 3.1113 2.87192.2 6.4324 5.2056 4.4000
4.0099 3.5782 3.2527 3.00242.3 6.7248 5.4423 4.6000
4.1843 3.7337 3.3941 3.13302.4 7.0171 5.6789 4.8000

3.3125 2.9559 2.6870 2.48031.9 5.5552 4.4958 3.8000
3.4869 3.1114 2.8284 2.61082.0 5.8476 4.7324 4.0000
3.6612 3.2670 2.9698 2.74142.1 6.1400 4.9690 4.2000

2.7895 2.4892 2.2627 2.08871.6 4.6781 3.7859 3.2000
2.9639 2.6447 2.4042 2.21921.7 4.9705 4.0225 3.4000
3.1382 2.8003 2.5456 2.34971.8 5.2628 4.2592 3.6000

2.2665 2.0224 1.8385 1.69701.3 3.8009 3.0761 2.6000
2.4408 2.1780 1.9799 1.82761.4 4.0933 3.3127 2.8000
2.6152 2.3336 2.1213 1.95811.5 4.3857 3.5493 3.0000

1.5691 1.4002 1.2728 1.17490.9 2.6314 2.1296 1.8000
1.7434 1.5557 1.4142 1.30541.0 2.9238 2.3662 2.0000

2.0921 1.8669 1.6971 1.56651.2 3.5086 2.8394 2.4000

35° 40° 45° 50°
1.3948 1.2446 1.1314 1.04430.8 2.3390 1.8930 1.6000
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　５－９　木製防風垣工

（１）木製防風垣歩掛り
［遮風率60％］ （10ｍ当たり） 

単位
人
人

時間
日
日
本
本
本
本
㎏

備考：1.支柱打込みはﾊﾞｯｸﾎｳ0.2㎥とし、根入れは0.8～1.0ｍを標準とする。
　　　2.発動発電機は賃料とし、１日当たりの運転時間は６時間とする。

（２）標準工程
　　本歩掛りから各作業の標準工程は以下のとおりとなるので、防風柵の構造により
　　適宜使用する。

備考：世話役は普通作業員の14％とする。

洋釘打込み(100㎜)

ボルト締め(12㎜*225㎜)

横木(末口径10㎝ 長さ2.0ｍ)

　　　　垣木(半割末口径10㎝ 長さ1.5ｍ)

1ｍ2当たり6枚 杭木(末口径10㎝ 長さ1.5ｍ)

(
0
.
6
0
～

0
.
8
0
)

(
0
.
4
～

0
.
6
)

支柱打込み
バックホウ

人/100本当たり

人/100箇所当たり

電気ドリル 0.34 日/100箇所当たり

日/100箇所当たり

横　　　木 末口径10㎝ 長さ2.0ｍ 11.11
　　〃
　　〃

世　話　役 0.20
普通作業員 1.43 支柱打込0.25穿孔・ﾅｯﾄ締め0.47垣木杭打込0.71

名　　　称 規　格・寸　法 数　量 摘　　　　要

洋　　　釘

垣　　　木 末口径10㎝ 半割長1.5ｍ 60.00
Ｌ型ナット 12㎜*225㎜

発動発電機 ｶﾞｿﾘﾝ 2.7KW 2.0KVW 0.05
杭　　　木 末口径10㎝ 長さ2.5ｍ 11.11  防腐処理

バックホウ 油圧式 ｸﾛｰﾗ型0.2㎥ 0.80
電気ドリル

1.80

(1.70～1.90)

1
.
0
0

0
.
7
0

0
.
5
0

1
.
5
0

1.80

(1.70～1.90)
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0
.
3
0

穿孔・ナット締

垣木釘打込み

1.69

背 面 図

発動発電機 0.17
普通作業員 1.19

27.78

人/100本当たり（１本当たり4箇所止）

普通作業員

100㎜ 2.70

7.20 時間/100本当たり

普通作業員 2.25

0.86KW 0.09



垣木(半割 末口径10㎝ 長さ1.50m)

ボルト締め(12㎜*225㎜）

断 面 図

副木(末口径10㎝ 長さ2.50m

1
.
5
0 2.50

洋釘打込(100㎜)

1
.
5
0 2.50

1
.
0
0

0.80

1
.
0
0
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0.80



　５－１０　航空実播工

　　５－１０－１　種子量

（1ha当たり） 

㎏

㎏

㎏

㎏

㎏

㎏

㎏

㎏

備考：１．本表は航空実播工の標準実播量であり、施工地及び成立期待本数等の条件により

    　　変更すること。

　　　２．種子配合については、環境省が指定する要注意外来生物及び各県等の条例に留意

　　　　すること。

　　５－１０－２　実播材料

（1ha当たり） 

㎏

㎏

㎏

㎏

㎏

㎏

㎏

㎏

㎏

㎏

備考：１．本表は航空実播工の標準実播量であり、施工地の条件等により変更することがで

　　　　きる。

ロス無し

ロス無し

10ha未満 10ha以上

49.50 47.25

ロス率(5%)ロス率(10%)

単
位

45.00

20.00

36.7535.00 38.50

ﾔｼｬﾌﾞｼ

10ha以上

35.00 38.50 36.75

播　　　種　　　量

234.15

6.60

26.00 28.60

ﾊﾞｰﾐｭｰﾀﾞｸﾞﾗｽ

ｲﾀﾄﾞﾘ

22.00

6.30

1.00 1.10

21.00

1.05

6.00

60.50ﾔﾏﾊｷﾞ

ﾒﾄﾞﾊｷﾞ 27.30

57.7555.00

223.00 245.30

840.00

735.00

315.00

700.00 770.00

800.00 880.00

16.8016.00 17.60

1,000.00 1100.00

840.00

ロス率(5%)

4,286.00 4,714.60

31.50

4,500.30

30.00 33.00

336.00320.00 352.00

300.00 330.00

9,500.00 10,450.00 9,975.00
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種子・資材合計 14,009.00 14,709.4515,409.90

播　　　種　　　量

実　　播　　資　　材
種　子　名

ﾄｰﾙﾌｪｽｸ

ｸﾘｰﾋﾟﾝｸﾞﾚｯﾄﾞﾌｪｽｸ

ﾚｯﾄﾞﾄｯﾌﾟ

土壌改良材Ｂ

計

清    水

着色剤

計

水溶性糊材・増粘材

高度化成肥料

遅効性肥料

熔成燐肥

名　　称

土壌侵食保護材

土壌侵食防止材

土壌改良材Ａ

単
位

336.00

1050.00

320.00 352.00

800.00 880.00

10ha未満

ロス率(10%)



第６　地すべり防止工

　６－１　既製受圧版据付工

　　６－１－１　ﾌﾟﾚｷｬｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ受圧版据付

（10枚当たり） 

　　６－１－２　ｱﾙﾐ受圧版据付

（10枚当たり） 

　　６－１－３　集水井ﾌｪﾝｽ組立

（10ｍ当たり） 

　　６－１－４　集水井門扉組立

（1箇所当たり） 

名　　称 数　量単位規　　　　　格
世 話 役 人 1.80

摘　　　要

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ 2000*2000㎜ 重量2060㎏/枚 枚 10.00

ﾗﾌﾃﾚｰﾝｸﾚｰﾝ賃料 油圧25t吊り 日 1.80

普 通 作 業 員 人 3.60

特 殊 作 業 員 人 1.80

普 通 作 業 員 人 1.80

特 殊 作 業 員 人 0.90

摘　　　要
世 話 役 人 0.90

名　　称 規　　　　　格 単位 数　量

摘　　　要
特 殊 作 業 員 人 1.50

名　　称 規　　　　　格 単位 数　量

ｱ ﾙ ﾐ 受 圧 板 2000*2000㎜ 重量300㎏/枚 枚 10.00

ﾗﾌﾃﾚｰﾝｸﾚｰﾝ賃料 油圧20～22t吊り 日 0.90

摘　　　要
特 殊 作 業 員 人 0.30

名　　称 規　　　　　格 単位 数　量

ﾌ ｪ ﾝ ｽ 忍び返し付 ｍ 10.00

普 通 作 業 員 人 0.70

門 扉 忍び返し付 個 1.00

普 通 作 業 員 人 0.10
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第７　倒木（流木）処理工

　７－1　機械造材（ﾌﾟﾛｾｯｻ運転）

（１時間当たり） 

　７－2　トラック積込工程量

７－２－１　積込工程量

（単位：ｍ3）

７－２－２　ｸﾞﾗｯﾌﾟﾙﾛｰﾀﾞ運転

（１時間当たり） 

　７－3　集材（車輌系）

（10ｍ3当たり） 

　７－4　運搬

流木運搬10m3当たり運転時間（10t車）
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低　質　材

Ｎ Ｌ Ｎ・Ｌ込

ｸﾞﾗｯﾌﾟﾙﾛｰﾀﾞ（1日当たり） 68.8 50.0 39.2

一　　般　　材

ｸﾞﾗｯﾌﾟﾙﾛｰﾀﾞ（1時間当たり） 11.5 8.3 6.5

　　　　　　　　　樹
種等
積込方法

摘　要

備考１：工程については、平成５年２月２３日付熊作第１５号による。

備考１：ｸﾞﾗｯﾌﾟﾙﾛｰﾀﾞ１日当たりの運転時間は６時間とする。

名　　称

人

人

％

普 通 作 業 員

諸 雑 費
0.85 0.75

77

特 殊 運 転 手
22cm未満単　位

0.43

22cm以上

0.37

平 均 胸 高 直 径（cm）
摘　　　要

備考１：この工程は、車両系機械による集材工程及び集造材地点までの木寄等の工程に適用
　　　する。
備考２：諸雑費は、集材に必要な機械器具の損料及び燃料の費用であり、労務費の合計額に
　　　上表の率を乗じた金額を計上する。
備考３：上表の歩掛は200m未満の運搬距離であるので、治山林道必携Ｐ１５７により現地に
　　　適した集材距離、平均胸高直径の歩掛を採用すること。

　倒木（流木）の運搬については、普通トラック運搬を標準とし、ｔ換算率は０．８を除し
た数量とする。
　なお、流木運搬についてやむを得ずダンプトラックを使用する場合は、下記表のとおりと
する。使用するダンプトラックについては１０ｔ車を標準とする。

運搬距離(km)

運搬時間(h)

0.5以下

0.5

1.0以下

0.5

2.0以下

0.6

3.0以下

0.7

4.0以下

0.8

5.0以下 6.5以下 8.0以下

1.2

35.0以下

2.82.52.32.11.91.4

11.5以下

1.5

13.5以下

1.7

16.0以下 19.0以下 22.5以下27.5以下

規　　　　　格 単位 数　量 摘　　　要

人 0.17

64kw×0.153 ﾘｯﾄﾙ 9.80

12t 時間 1.00

備考１：機械造材10ｍ3当たりの歩掛については治山林道必携Ｐ157を適当すること。

軽 油

ﾌ ﾟ ﾛ ｾ ｯ ｻ 損料

名　　称
特 殊 運 転 手

ｸﾞﾗｯﾌﾟﾙﾛｰﾀﾞ損料 6t 時間 1.00

名　　称 規　　　　　格 単位 数　量 摘　　　要
特 殊 運 転 手 人 0.17
軽 油 54L÷6h ﾘｯﾄﾙ 9.00

1.11.0

運搬距離(km)

運搬時間(h)

9.5以下



備考１：本表はＤＩＤ区間は該当しない。

備考２：運搬距離は片道であり、往路と復路が異なる場合は、平均値とする。

備考３：運搬距離が60kmを超える場合は、別途考慮する。
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運搬距離(km) 46.0以下60.0以下

運搬時間(h) 3.1 3.2



第８　仮　設　工

　８－１　項目および積算方法　

　 仮設工の積算は直接工事費に計上し、その項目及び積算方法は次による。
①足場工に要する費用
②水替工、仮水路に要する費用
③工事施工に必要な機械設備に要する費用
④用水、電力等の供給設備に要する費用
⑤仮道、仮橋、現道補修等に要する費用
⑥工事施工に必要な防護施設に要する費用
⑦工事施工に伴う防じん対策に要する費用
仮設工の積算は、現場条件を的確に把握することにより必要額を適正に積上げるもの
とする。

　 仮設工の具体例は次による。
足場工、水替工、水替土のう締切、水替塩ビ管、水替ポンプ据付撤去、給水、給水管
設置撤去、工事用水費(航空実播工用水は除く)、コンクリート圧送管組立撤去、ケー
ブルクレーン架設、道路補修等、貯水槽、ヘリポート整地、防護施設等

　８－２　水　　替

　　８－２－１　水替工事日数算定基準

　 　ア,渓間工事

①コンクリート谷止:堤底長×0.6日
②鋼製谷止　　　　:　　　×0.4日
③床固及び擁壁　　:　　　×0.5日   とする。
　但し止水壁がある場合は各々１日を加算する。
④①～③によりがたいときは別途積算することができる。その場合は平常水位(谷止
においては最下段の水抜の上端の高さとする。)以下の工事に必要な日数を対象とす
る。
⑤潜水ポンプの排水量は、排水を要する区域の面積(主として堤底面積)×O.3ｍを標
準として計上する。

　　 イ,海岸工事

　 　ウ,その他

②工種別数量は対象となる部分について工種別に計算する。

　　８－２－２　水替用塩ビ管設置・撤去 （10ｍ当たり） 

備考：塩ビ管の径は、工事現場の流量を勘案して選定する。

22

硬質塩ビ管

）の線以下の工事に必要な日数を対象とする。

①所要日数Ｘ＝

2.96㎏ 2.11人

平均潮位（
最高潮位＋最低潮位

2

数　量
0.30ｍ

3.16㎏ 0.42㎥10.0ｍ0.40ｍ 2.17人

杉丸太 普通作業員

0.40㎥
規　格

鉄　　線
(8#)

10.0ｍ

工事別数量
各工種別１日当たりの標準工事量各工種別１日当たりの標準工事量

工事別数量
＋
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　　８－２－３　土のう締切工　
（10㎡当たり） 

㎥
袋

備考　1.現場の状況を検討し、廻排水、水替等と合わせて設計、積算するものとする。
　　　2.1列締切は小口積、2列締切は側面積とする。
　　　3.土のう袋の規格は62*48㎝とし、仕上がり寸法は0.49*0.15*0.39ｍとする。
　　　4.1列を標準とする。
　　　5.放水路断面を勘案し決定する。算出例
　　　　(放水路下長＋開水路越流水深による上長)×開水路越流水深÷２

　８－３　足　場　工

①治山ダム工(堰堤・谷止・床固工等)・土留工の足場についてはキャットウォークを
　標準とする
②足場数量の算出は次による。
　1．治山ダム工のキャットウォーク足場数量(ｍ)＝垂直正面積×2×0.8÷1.8ｍ
　2．土留工のキャットウォーク足場数量(ｍ)＝垂直正面積×0.8÷1.8ｍ
　3．堤底からの直高が2ｍ以上(フーチング高を除く)の場合に適用する。
　　  但し、構造物にフーチングがある場合は、フーチング部の垂直正面積は除く。
　4．石張りブロック積工の足場
　　　水裏、水表の袖部を施工する場合　　一四上下流斜面横組潟〔単管傾斜足場)一r一水裏、水表の袖部を施工する場合 上下流斜面積×0.8（単管傾斜足場）

　5．水裏のみ施工する場合 水裏　下流斜面積×0.8(単管傾斜足場）
水表　上流垂直面積×0.8÷1.8(キャットウォーク）

③谷止嵩上で既設谷止の水裏法面(露出斜面積)が2ｍ以上ある場合、単管傾斜足場を
　計上する。

足場数量(ｍ)=既設斜面積(地山を除く)×0.8
④設置高2ｍ以上の袖かくしコンクリート(袖天端より上)については、足場工の積算
　をする。

　８－４　工事用水

　　８－４－１　給　水
（1日当たり） 

備考　1.小型うず巻ポンプは可搬自吸式、口径50㎜,ガソリンエンジン2.2kW付き1.小型うず巻ポンプは可搬自吸式、口径50㎜,ガソリンエンジン2.2kW付き
　　　　を使用。　を使用。
　　　2.ポンプ稼働時間　6時間　燃料2.2×O.495＝1.1×6＝6.62.ポンプ稼働時間　6時間　燃料2.2×O.495＝1.1×6＝6.6
　　　3.ポンプを2台以上使用する場合特作は0.10人を加える。3.ポンプを2台以上使用する場合特作は0.10人を加える。

　　　4.給水日数の算定は

5.給水パイプ損料は別紙資材損料表により計上する。
6.ポンプ2台を必要とする場合は中継点に水槽を計上する。

普通作業員

　生コン使用の場合
コンクリート体積

標準工程量
×0.13とする。

1日当たり標準工程
コンクリート体積

単
位

規　格

人

ポンプ損料 ガソリン 雑　　材　　料

2.0 3.0
4.0 6.0 土のう拵積立一式

とし、

6.6㍑ 主燃料費の２０％

取除き

土  の  う 62×48㎝ 170.0 272.0

摘　　　　要

土　　　砂 5.0 7.8

名　　称
数　　　量

一　列 二　列

0.25人

4.給水日数の算定は

特 殊 作 業 員
１日
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　　８－４－２　給水管布設
（100ｍ当たり） 

種　別
名　称

人
人

備考 1.給水パイプ損料は別紙資材損料表により計上する。
2.給水に支障ない限り25㎜(外径34㎜)により積算する。

　　８－４－３　コンクリート工事用水
（1.0㎥当たり） 

単位
㎏
㎏
㎏

(注)工事用水をトラック等で運搬を必要とする場合の水量の算出に適用する。

　８－５　安全施設

　　８－５－１　安全見張り
（1日当たり） 

単位
人
日

備考 1.軽作業員は危険防止のための見張人で、少量の雨でも、砂礫が乱流す
るような現場及び土石流の発生の恐れがある現場で計上するものとする。
2.サイレンは必要に応じ計上するものとする。

　　８－５－２　安全見張り施設(架設）
（3.3㎡当たり） 

単位
人
人
㎥
枚
㎏
本

　　８－５－３　安全見張り施設(撤去）
（1箇所当たり） 

単位
㎡
人

備考 普通作業員は現場と見張り小屋の連絡配線、撤去に従事するものとする。

　　８－５－４　待避施設
（1ｍ当たり） 

単位
ｍ
人

備考 1.爆発等により噴石類の落下の恐れがある現場に適用する。
2.コルゲートパイプの損率は20%とする。

ポリパイプ 0.05 流下式25㎜
ポリパイプ

普　通　作　業　員

0.50

備　　考

水道用1種管
給水管配置撤去 給水管運搬

養　生　水 10.0
打設面清掃 10.0
工具・その他

種　別・区　分 数　量 摘　　　　要

2.0

名　　称 規　　格
軽 作 業 員
サイレン損料 6インチ

数　量 摘　　　要

大　　　工 0.70
普通作業員 0.50

1.0
1.0

名　　称 規　　　格 数　量 摘　　要

N-50 0.50
か す が い 5.00

木　　　材 杉角材　2等 0.17
波 ト タ ン 0.19*0.762*1.829 4.62

立上がり1,810㎜
名　　称 数　量 摘　　要規　　　　格

名　　称 規　　　格 数　量 摘　　要
見張り小屋 3.30

洋　　　釘
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普通作業員 0.20
ｺﾙｹﾞｰﾄﾊﾟｲﾌﾟ アーチ型，板厚3.2㎜，径3,500㎜

普通作業員 1.00

1.00



　　８－５－５　道路交通保安施設組立撤去
（1基当たり） 

備考1.支柱は長さ4.5ｍのものを6本使用。
2.筋違いは長さ5.Oｍのものを4本使用。
3.布材は長さ巾員5～6ｍには40ｍのもの7本、巾員3～5ｍには5本使用。
4.梁材は長さ巾員5～7ｍには3.Oｍのもの8本、巾員3～5ｍには4本使用。
5.支保材は長さ2.5ｍのものを4本使用。
6.クランプは巾員5～7ｍには、直交4個、自在46個、巾員3～5ｍには自
在42個使用。
7.ベースプレートは6個使用。
8.敷板は仮設用パネル巾員5～7ｍには24㎡　巾員3～5ｍには12㎡使用。
9.鋼管パイプは外径48.6㎜、肉厚2.4㎜のもの使用。

　　８－５－６　歩道開設
（100ｍ当たり） 

　　８－５－７　歩道補修
（100ｍ当たり） 

　　８－５－８　鉄柵設置
（100ｍ当たり） 

　　８－５－９　砂利敷均し
（1㎥当たり） 

備考：再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝか切込砕石のどちらか安価の材料を使用する。

再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ
(切込砕石) ㎥ 1.00
普通作業員 人 0.11

摘　　　　要

摘　　　　要

数　　量

三段張り

　〃

300.00

2.00

摘　　　　要

普通作業員 人

自在クランプ ベース 敷パネル
3～5ｍ
5～7ｍ

1.32人 1.20人 0.24人 89.0ｍ
道路巾員 普通作業員 とび工 世話役 ﾊﾟｲﾌﾟ 直交クランプ

42個 6個  7枚
1.67人 1.50人 0.30人 109.0ｍ 4個 46個 6個

規　　格 単位 数　　量

普通作業員 人

14枚

名　　称 規　　格 単位 数　　量

普通作業員 人 0.50
名　　称

2.00

有刺鉄線 ｍ
0.98

名　　称 規　　格 単位 数　　量

摘　　　　要

控　　　柱 本

名　　称 規　　格 単位

支　　　柱 本 Ｌ　綱25.00
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　８－６　標　示　板

　　８－６－１　治山施行地標示板設置　
（1個当たり） 

備考　１．治山シンボルマーク入り。
　　　２．道路脇等の治山施設に設置する。

－30－

区　　　分
標示板600*400 補助板360*150 支柱φ48.6*2750

摘　　　要世話役 普通作業員規　　　　格

○○森林管理署

1
6
5
0 2
7
5
0

林　野　庁

5
0
08φ*200

 400

 
 
6
0
0

治山施行地標示板 0.10人0.03人

治山施行地



第９　共通仮設費

　９－１　共通仮設費の積上げ

　　ア．共通仮誰費の積上げ計算による各項目は、運搬費・準備費・役務費・技術管理費・

　　　　営繕費・事業損失防止施設費及び安全費とし、各項目の具体的内容は、森林整備事

　　　　業設計書積算要領(治山林道必携［積算・施工編］)6-1-(2)による。

　　イ.積上げの具体例

質量20t以上の建設機械運搬、仮設材の運搬、火工所、門扉見張り、退避施設、治山施工地標示板

立木補償、土地借上料、平板載荷試験、雨量計、夜間繋留ヘリポートと現地ヘリーボート間の飛行費

空輸費、確認飛行、待機日、夜警費、木製工事用看板

　　ウ. ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ車による打設箇所までﾄﾗｯｸが乗り入れることができず、型枠・足場材
      等の運搬をﾄﾗｯｸから特装車などに積み替えを要する箇所の運搬費

　　エ．工事地域内全般の安全管理上の監視、あるいは連絡等に要する費用は共通仮設費
　　　に含まれているが、土石流災害等の恐れが大きい箇所で監視員を計上する場合は下
　　　記による。

監視員の積算方法

安全見張=20×必要月数
必要月数:標準工期日数／30(少数第3位四捨五入2位止)

　９－２　役　務　費

ア．工事施工予定箇所で、民有地を使用する場合に、経費を必要とするときの借地
　および損料又は補償料の取り扱いは、次により算出したものを標準とする。

　　なお、この計算式によって求めた金額と現地の実態による金額に差違がある場
　合は公的機関等の聞き込み等により調査し決定することとし、その場合は経緯を
　明らかにしておくこと。

イ．索道起点及び中間点等の敷地については、必要に応じ次の基準により計上する
　こと。

　１）索道起点(材料置場を含む)　１点当たり　　５００㎡
　２）索道終点及び中間点　　　　１点当たり　　２００㎡

ウ．用地借料
　用地借料は次の式により計算する。

Ｄ･･･借地面積（㎡）
5
100

ｎ･･･工期
　(注）最低補償３,０００円(管理規定第29条）
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Ａ
（

１０,０００

Ａ･･･ｈa当たりの時価

ｎ

を標準とする。（国有林野管理規定第25条参照）ｒ･･･借地年率

×Ｄ×ｒ）×
３６５



　９－３　通勤補正について

　標準歩掛の「別紙　森林整備保全事業標準歩掛の留意事項」３に規定する歩掛の増
減については、次によるものとする。

  (1)通勤補正の対象とする工事
  　　通勤補正の対象とする工事は最寄りの市町村役場（支所を含む）から施工現場
  　までの通勤に往復９０分以上を要する箇所の工事とする。

  (2)通勤所要時間
      通勤所要時間は通勤距離を標準速度で除して算出するものとする。
      (分止・各切捨て)

【公道】標準速度････････３０ｋｍ／ｈ
【林道】標準速度････････２０ｋｍ／ｈ

  (3)補正の方法
     (ｲ)通勤補正は労務費に次の補正係数を乗じて行うものとする。

１＋Ｔ Ｋ＝補正係数（％，小数点第３位四捨五入）
480 Ｔ＝９０分を超える通勤時間（分）

　　 (ﾛ)補正の方法
① 対象工事における労務費を算出する。
② ①の労務費に補正係数を乗じて補正額を算出する。（千円未満切捨て）
③ ②の補正額を共通仮設費に積上げる。（共通仮設費算定の対象額に含める）

Ｋ＝

通　勤　補　正　係　数　表

１５０～１５４ 0.13
0.14
0.15

0.11
0.12

１０７～１１１

往復通勤時間(分) 補正係数（Ｋ）
0.01

１２２～１２５
１２６～１３０

0.02
0.03

１１２～１１６

１４６～１４９

　９３～　９７
　９８～１０１
１０２～１０６

１１７～１２１

１３１～１３５
１３６～１４０

0.19

１７０～１７３
１７４～１７８
１７９～１８３

0.17
0.18

0.16

0.04
0.05
0.06
0.07
0.08
0.09
0.10

１６５～１６９

１４１～１４５

１５５～１５９
１６０～１６４

１８４～１８８
１８９～１９３
１９４～１９７
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0.21
0.22

0.20

１９８～２０２ 0.23



　１０－１　日数早見表

月
日

1 1 31 62 92 123 154 184 215 245 276 307 335
2 2 32 63 93 124 155 185 216 246 277 308 336
3 3 33 64 94 125 156 186 217 247 278 309 337
4 4 34 65 95 126 157 187 218 248 279 310 338
5 5 35 66 96 127 158 188 219 249 280 311 339
6 6 36 67 97 128 159 189 220 250 281 312 340
7 7 37 68 98 129 160 190 221 251 282 313 341
8 8 38 69 99 130 161 191 222 252 283 314 342
9 9 39 70 100 131 162 192 223 253 284 315 343
10 10 40 71 101 132 163 193 224 254 285 316 344
11 11 41 72 102 133 164 194 225 255 286 317 345
12 12 42 73 103 134 165 195 226 256 287 318 346
13 13 43 74 104 135 166 196 227 257 288 319 347
14 14 44 75 105 136 167 197 228 258 289 320 348
15 15 45 76 106 137 168 198 229 259 290 321 349
16 16 46 77 107 138 169 199 230 260 291 322 350
17 17 47 78 108 139 170 200 231 261 292 323 351
18 18 48 79 109 140 171 201 232 262 293 324 352
19 19 49 80 110 141 172 202 233 263 294 325 353
20 20 50 81 111 142 173 203 234 264 295 326 354
21 21 51 82 112 143 174 204 235 265 296 327 355
22 22 52 83 113 144 175 205 236 266 297 328 356
23 23 53 84 114 145 176 206 237 267 298 329 357
24 24 54 85 115 146 177 207 238 268 299 330 358
25 25 55 86 116 147 178 208 239 269 300 331 359
26 26 56 87 117 148 179 209 240 270 301 332 360
27 27 57 88 118 149 180 210 241 271 302 333 361
28 28 58 89 119 150 181 211 242 272 303 334 362
29 29 59 90 120 151 182 212 243 273 304 363
30 30 60 91 121 152 183 213 244 274 305 364
31 61 122 153 214 275 306 365

備考 １．本表は平年の日数を示す。したがって閏年で工期が２月から３月にわたる
　場合は１日を加える。
２．本表は両端日数を含むので、一般月日を求めるときは１日を引き、日数を
　求めるときは１日を加える。

（例）ア　平年４月２０日から５０日間の工事完成月日は
　　　　表より・・・・・・ (２０＋５０)－１＝６９    ６月８日となる。
　　　イ  ５月５日から９月２０日まで工事日数は
        表から・・・・・・（１７３－３５）＋１＝１３９  １３９日となる。

３．起算日は入札実施日とする。
４．算出した工期期限が休日の場合は前後の平日とする。

工　事　期　間　日　数　早　見　表

－33－

4月 5月 6月 7月 8月 9月 2月 3月1月11月 12月10月



第11　治山ダム等の設計

　11－１　治山構造物の床掘
（１）床掘法
　 土質、床掘深、含水状況等を考慮して決定するが、標準は次のとおりとする。

土砂床掘････････５分
岩盤床掘････････垂直

（２）余掘
　余掘は土質を問わず0.3ｍを標準とする。但し堤底部について硬岩の場合は、
余掘を行わないこととする。

（３）労働安全衛生規則第３５６条に係る床掘勾配の取扱いについて
　事業者は事業実施に当たっては、労働者の労働安全に十分留意して、必要な
措置を講じなければならないが、特に、地山の掘削を行う場合には、労働安全
衛生規則第３５６条及び第３５７条により、安全作業の基準が下表のとおり定
められている。

手掘により地山を掘削する場合の掘削面の高さと勾配

①岩盤又は堅い粘土からなる地山
（④に該当するものを除く）
②その他の地山
（③④に該当するものを除く）

③砂からなる地山
④発破等により崩壊しやすい状態

　 　となっている地山
注:(1)岩盤のうち、崩壊又は岩石の落下の原因となるき裂がない岩盤からなる地山に
      ついては、掘削面の高さ及び勾配の制限はない。
   (2)①②において、掘削面の途中に奥行２ｍ以上の水平部があるときの掘削面とは、
      当該部で区切られる掘削面をいう。

　治山事業の設計に当たっては、特に治山ダムの袖の突込み部について、地山（両岸

規則に定められている掘削面の高さと勾配の制限に充分留意して設計すること。

７５度以下

４５度以下
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６０度以下
５ｍ未満

２ｍ未満

２ｍ未満
５ｍ以上

地山の種類条　項

356条

関 係

関 係

の山腹斜面）の勾配に合わせて機械的にダムの形状をきめることなく、労働安全衛生

357条
５ｍ以上

２ｍ以上５ｍ未満

３５度以下

７５度以下
５ｍ未満 ９０度以下

掘削面の高さ 掘削面の勾配

９０度以下



ａ図 ｂ図

1
:0
.
3

直 岩盤5ｍ以上

土砂2ｍ未満 直(90°) 土砂2～5ｍ　3分(73°)

袖部 袖部

　　75°以下

90°以下

２ｍ以上

ｃ図 ｄ図

1
:0
.
3

２ｍ以上

1:
0.
6

土砂5ｍ以上 6分(59°) 　岩盤5ｍ未満直(90°)

袖部 袖部

　 60°以下

　　90°以下

　　　　　　　　　かつ土砂が2ｍ未満の場合)

ｆ図(5ｍ以上の土砂、岩盤混じりの場合)

２ｍ以上

ｅ図（5ｍ未満の土砂、岩盤混じりで

1:
0.
6

1:
0.
6

5ｍ以上6分(59°)

1:
0
.3

5ｍ未満3分(73°)

袖部

　75°以下  60°以下

(切取り高が著しく大きくなる

 場合は、２ｍ以上の水平部を

３５６条関係床掘勾配の例  設けて必要に応じ防護柵等を

 設置する。)

２ｍ以上

２ｍ以上
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  11－２　間詰コンクリート（コンクリート・型枠）

　間詰コンクリート（コンクリート・型枠）については、以下により施工するものと
する。
１　露岩の場合、施工厚は地山と構造物接地面より直角方向に１．５ｍを標準とする。
２　土砂の下に岩がある場合、施工厚は土砂と併せて地山と構造物接地面より直角方
　　向に２．０ｍを標準とし、間詰コンクリートの厚さは１．５ｍ以下とする。
３　施工にあたっては、上・下流とも共通の施工厚とし、厚すぎたり、薄くなったり
　　しないよう十分注意すること。
４　基礎部全体に露岩している場合における根入れ深さについては、構造物の下流側に
　　において決定することとするが、間詰コンクリートの施工厚は堤底部において一番
　　浅い部分の施工深さ（最大厚１．５ｍ）とし、本体と一体となるよう施工すること。
　　また、本体伸縮継目部分において同じように伸縮継目を施工する。
５　袖部における間詰コンクリートについては、型枠設置部分においてなるべく直線と

 　　なるよう施工すること。また、露岩部については施工厚１．５ｍを確保すること。

【参考計算例】
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※・堤低部については基本的に同時打設とする

　・袖部については型枠を計上する
　・間詰部にも伸縮継目を入れる
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  11－３　工事名
（１）一般の治山工事は「○○○治山工事」とする。
（２）地区ものの治山工事は「○○○地区治山工事」とする。
（３）治山費による森林整備は「○○○治山事業」とする。
（４）工事の区別等

ア ○○○は国有林名又は通称河川名とする。(例)霧島山治山工事
　但し、地区ものは復旧治山等との区別をつけるため地区名を付けることとする。
　　(例)雲仙地区治山工事
イ 災害関係は( )で区別する。(例)○○○治山工事(関連災)
ウ 同一工事名は特定地名、林班、工区等を付して区分する。
　　(例)○○○治山工事(眉山3渓・関連災)
エ 民有林直轄治山事業は地区名を入れ、施行箇所は( )で区別する。
　　(例)桜島地区治山工事(八谷沢)
オ 保安林管理道、防潮護岸工、消波工、静砂垣等は適宜( )で区別する。
　　(例)○○○治山工事(保安林管理道)

  11－４　設計上の留意事項
（１）土工

１)床掘の設計標準は下記による。
①土砂の場合････余掘0.3ｍ、側法５分(但し桜島地区は６分とする)
②軟岩ⅠB～Ⅱの全部、硬岩の袖部････余掘0.3ｍ、側法 直とする。
③硬岩の底部････余堀０ｍ、側法 直とする。
④岩塊破砕量は、岩塊玉石床掘の全量に対する径1.0ｍ以上の岩塊の混入割合で、
　５％括約とし、最大３０％までとする。
⑤ブロック、木製床固工、木製土留工の余掘は、0.1ｍとする。
⑥側法は構造図に記入しない。但し、床掘計算書の備考欄に側法○○分と記入
　する。
⑦基礎面処理は、砂質土、粘性土、礫質土、岩塊玉石、軟岩Ⅰ(A)について計上
　する(余掘部分を含まない)。

（２）治山ダム工
１）型枠工について

①治山ダム(谷止・床固工)の本体部分については治山ダムとする。
②水平打継目の型枠は小型構造物（施工ﾊﾟｯｹｰｼﾞ）とする。
③水平打継目の型枠の積算面積は、施工実態から下記の式によるものとする。
　　通常の治山ダム 【積算面積㎡＝構造物正面垂直面積×O.3×O.8】

　　フーチングのある治山ダム 【積算面積㎡＝構造物正面垂直面積×O.3×0.9】

　但し、構造物の形状等により、上記算出式によりがたい場合は、別途算出方
　法による。

２）化粧型枠について
①化粧型枠の必要な箇所は、水裏の見える部分に計画し埋戻し線を考慮して積
　算する。
②治山ダムで化粧型枠を使用する場合は、設置歩掛を見積徴取すること。
③化粧型枠の凹部分の生コン数量を計上する(力タログに記載)。

３）治山ダムの計画勾配
①治山ダムの計画勾配は、渓床を構成する砂礫の状況、流量等を考慮し、現渓
　床で安定と見られる区間を参考にして決定する。
　（一定期間が経過した既設治山ダム堆砂敷の堆砂勾配[平常時の勾配]）
　※荒廃渓流等で土石の移動が激しい場合又は付近に参考とする既設治山ダム
　　等がない場合、比較的渓床変動の小さい区間を参考にして、現渓床勾配の
　　1/2程度で計画勾配を決定する。
②計画勾配は原則％止めとし、５％未満の箇所は最低０．５％きざみとする。

４）治山ダムの設計について
①袖部の立上り勾配は、水裏・水表とも直とする。

５）その他
①垂直打継目の三角の欠き込みは一辺が０．６ｍの正三角形を標準とし、天端
　幅が３ｍを越えるものは一辺が１．０ｍの正三角形を標準とする。
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②間詰コンクリートについて、軟岩IＢ～硬岩の床掘部分の全部について数量
　計算する。
③伸縮継目を放水路内に設ける必要がある場合は、放水路両端のいずれかに設
　けるものとする。
④水抜きは、硬質塩ビ管を標準とし、流量が多い場合は木製型枠を使用する。
⑤袖詰コンクリート（袖かくし）及び袖詰基礎ｺﾝｸﾘｰﾄについては、治山提要（設
　計編）によるものとする。
⑥袖詰土のう積は、直高による数量とし、構造図等には図示しない。但し、別
　図として参考図面を添付する。また、規格に応じた高さは下記とする。
　Ⅰ土のう規格700(620)×480→高さ1.5m程度まで
　Ⅱ土のう規格600×400→高さ1.0m程度まで
⑦谷止工の緑化工は切取法面と埋戻箇所に分けて計上し、埋戻箇所は原則として
　人力播種とする。
⑧止水板の長さは、直高に法係数を掛ける。

（３）土留工等
１）木製枠工

①木製枠工の床拵えは計上し、床掘は計上しないこと。
２）石積工

②石積（張）工の面積算出は斜面積とする。

（４）山腹工
①吹付工、伏工等の面積は斜面積とする。
②伏工、筋工等の斜面整地面積は、柵工高、積高を控除して算出すること。

（５）その他
１）足場工について

①治山ダム工（堰堤・谷止・床固工等）・土留工の足場についてはｷｬｯﾄｳｫｰｸを標
　準とする。
②足場数量の算出は次による。木製残存型枠（丸太式）部も計上する。
  １ 治山ダム工のｷｬｯﾄｳｫｰｸ足場数量(ｍ)＝垂直正面積×2×0.8÷1.8ｍ
  ２ 土留工のｷｬｯﾄｳｫｰｸ足場数量(ｍ)＝垂直正面積×0.8÷1.8ｍ
  ３ 堤底からの直高が2ｍ以上(ﾌｰﾁﾝｸﾞ高を除く)の場合に適用する。
   （但し、構造物にﾌｰﾁﾝｸﾞがある場合は、ﾌｰﾁﾝｸﾞ部の垂直正面積は除く。）
  ４ 石張りブロック積工の足場
    ア 水裏、水表の袖部を施工する場合  上下流斜面積×0.8（単管傾斜足場）
    イ 水裏のみ施工する場合　水裏　下流斜面積×0.8（単管傾斜足場）
                     　      水表　上流垂直面積×0.8÷1.8（ｷｬｯﾄｳｫｰｸ）
③谷止嵩上で既設谷止の裏法面(露出斜面積)が２ｍ以上ある場合、単管傾斜足場
　　を計上する。
    足場数量(ｍ)＝既設斜面積(地山を除く)×0.8
④設置高２ｍ以上の袖かくしコンクリート（袖天端より上）については、足場工
　の積算をする。
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【別紙１】

　治山ダム工  その他　
  　 ① 基礎コンクリート、袖詰コンクリートの構造物種別は無筋構造物を標準とする。
 　 　 基礎コンクリート、袖詰コンクリートの打設については連続打設が可能であるの

で下記のとおりとする。

※基礎及び袖詰コンクリートが単体の場合で数量が１㎥以下小型構造物とする。  

    基　礎                    ①と②は同時打設     袖　詰   ⑤と⑥は同時打設
            　　                       　　　 ③と④     〃 ⑦と⑧     〃  

 打設回数  
現地に水がない箇所での貯水槽日数の算出方法
基礎（①又は②の高さ）÷２
袖詰（⑤又は⑥の高さ）÷２
基礎（③又は④の高さ）÷２
袖詰（⑦又は⑧の高さ）÷２
上記の合計とする

打設方法
・①～⑧の高さが２ｍ以下の場合は単価表では打設面清掃を外す。
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①

⑥⑤

④③

②

⑧⑦
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  11－５

田 川 市
嘉 麻 市
宗 像 市
飯 塚 市
朝 倉 市
八 女 市
遠 賀 郡
鞍 手 郡
朝 倉 郡
み や ま 市 (旧髙田町)
田 川 郡 添田町　川崎町　大任町
京 都 郡 みやこ町
築 上 郡
佐 賀 市 （旧富士町・旧三瀬村）
唐 津 市 （旧相知町・旧肥前町・旧鎮西町・旧呼子町・旧七山村）

多 久 市
武 雄 市 （旧北方町）
神 埼 市 （旧背振村）
杵 島 郡 大町町　江北町
長 崎 市 （旧伊王島町・旧高島町・旧野母崎町・旧外海町）

佐 世 保 市 （旧吉井町・旧世知原町・旧宇久町・旧小佐々町

　旧江迎町・鹿町町）

平 戸 市
対 馬 市
壱 岐 市
五 島 市
西 海 市
雲 仙 市
南 島 原 市
松 浦 市 （旧福島町・旧鷹島町）
北 松 浦 郡 小値賀町
南 松 浦 郡 新上五島町
八 代 市
水 俣 市
山 鹿 市
天 草 市
上 天 草 市
宇 城 市 （旧三角町）
阿 蘇 市 （旧波野村）
下 益 城 郡 美里町
玉 名 郡 和水町　南関町
阿 蘇 郡 南小国町  小国町  産山村  高森町  南阿蘇村
上 益 城 郡 甲佐町　山都町
葦 北 郡 芦北町　津奈木町
球 磨 郡 多良木町　湯前町　水上村　相良村　五木村

山江村　球磨村　あさぎり町

※過疎地域自立促進特別措置法第２条に基づく「過疎地域」

48

熊　本　県

過 疎 地 域 一 覧 表
郡・市 町　　・　　村

東峰村

上毛町

－50－

(旧杷木町）

県　　名

(旧大島村）
(旧筑穂町）

長　崎　県

福　岡　県

芦屋町
小竹町

佐　賀　県



大 分 市 （旧野津原町・旧佐賀関町）
中 津 市 （旧三光村・旧本耶馬渓町・旧耶馬溪町

　旧山国町）
日 田 市
佐 伯 市
臼 杵 市 （旧野津町）
津 久 見 市
竹 田 市
豊後高田市
宇 佐 市
豊後大野市
杵 築 市
由 布 市 （旧庄内町）
国 東 市
東 国 東 郡 　姫島村
玖 珠 郡 　九重町　玖珠町
串 間 市
え び の 市
延 岡 市
日 向 市 （旧東郷町）
小 林 市 （旧須木村）(旧野尻町）
都 城 市 （旧高崎町）
日 南 市 （旧北郷町）
西 諸 県 郡 　高原町　
児 湯 郡 　西米良村　木城町
東 臼 杵 郡 　美郷町　諸塚村　椎葉村
西 臼 杵 郡 　高千穂町　日之影町　五ヶ瀬町
鹿 児 島 市 （旧桜島町）
阿 久 根 市
伊 佐 市
西 之 表 市
垂 水 市
薩摩川内市 （旧樋脇町・旧入来町・旧東郷町・旧祁答院町

　・旧里村・旧上甑村・旧下甑村・旧鹿島村）
日 置 市 （旧東市来町・旧日吉町・旧吹上町）
曽 於 市
霧 島 市 （旧横川町・旧牧園町・旧福山町）
南 九 州 市
南さつま市
鹿 屋 市 （旧輝北町・旧吾平町）
指 宿 市
志 布 志 市
奄 美 市
姶 良 市 （旧蒲生町）
鹿 児 島 郡 三島村　十島村
薩 摩 郡 さつま町
出 水 郡 長島町
姶 良 郡 湧水町
曽 於 郡 大崎町
肝 属 郡 東串良町　錦江町　南大隅町　肝付町
熊 毛 郡 中種子町　南種子町　屋久島町
大 島 郡 大和村　宇検村　瀬戸内町　龍郷町　喜界町

徳之島町　天城町　伊仙町　和泊町　知名町
※過疎地域自立促進特別措置法第２条に基づく「過疎地域」
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宮　崎　県

大　分　県

鹿 児 島 県

県　　名 町　　・　　村

過 疎 地 域 一 覧 表
郡・市



島 尻 郡 伊平屋村　伊是名村　粟国町　渡名喜村　
久米島村　座間味村　渡嘉敷村　北大東村
南大東村　

国 頭 郡 国頭村　東村　大宜味村　本部町　伊江村
宮 古 島 市
宮 古 郡 多良間村
八 重 山 郡 竹富町　与那国町

※過疎地域自立促進特別措置法第２条に基づく「過疎地域」
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過 疎 地 域 一 覧 表
県　　名 郡・市 町　　・　　村

沖　縄　県



  11－６

福 岡 市 　脇山村
朝 倉 市 （甘木）髙木村・上秋月村

（杷木）松末村
豊 前 市 　岩屋村
う き は 市 （浮羽）姫治村
宮 若 市 （若宮）吉川村
八 女 市 （上陽）横山村
筑 紫 郡 那珂川町 　南畑村
朝 倉 郡 東 峰 村 　旧小石原村
八 女 郡 黒 木 町 　大淵村　笠原村

矢 部 村
星 野 村

田 川 郡 添 田 町 　津野村
京 都 郡 みやこ町 （犀川）伊良原村
築 上 郡 築 上 町 （築城）上城井村

上 毛 町 （大平）友枝村
佐 賀 市 （大和）松梅村　旧富士町　旧三瀬村
唐 津 市 　旧七山村
神 埼 市 　旧背振村

八 代 市 （坂本）下松求麻村・百済来村
（東陽）河俣村　旧泉村

水 俣 市   久木野村
天 草 市 （本渡）枦宇土村　（牛深）二浦村

（天草）福連木村・下田村
菊 池 市 （菊池）龍門村
上 天 草 市 （松島）教良木河内村
山 鹿 市 （鹿北）岳間村　（菊鹿）内田村
阿 蘇 市 （一の宮）古城村・中通村
菊 池 郡 大 津 町 　瀬田町
阿 蘇 郡 南小国町

小 国 町
産 山 村
高 森 町 　草部村
南阿蘇村 　旧久木野村
西 原 村 　河原村

上 益 城 郡 甲 佐 町 　宮内村
山 都 町 （矢部）白糸村　（清和）小峰村

葦 北 郡 芦 北 町 （芦北）大野村・吉尾村
球 磨 郡 あさぎり町 　旧上村

多良木町 　久米村
水 上 村
相 良 村 　四浦村
五 木 村

山 江 村
球 磨 村

※山村振興法第７条に基づく「振興山村」市町村

県　　名

該　　当　　無　　し

町・村 旧  市  町  村  名

佐　賀　県

福　岡　県

郡・市

振 興 山 村 一 覧 表

熊　本　県

長　崎　県
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大 分 市 （野津原）今市村
臼 杵 市 （野津）川登村
日 田 市 （日田）東有田村・小野村　

（天瀬）五馬村
佐 伯 市 （佐伯）青山村・木立村

（弥生）明治村　（蒲江）名護屋村
　旧本匠村　旧宇目町　旧直川村

竹 田 市 （竹田）嫗嶽村　旧久住町　旧直入町
豊後高田市
宇 佐 市 （宇佐）麻生村

（院内）高並村・院内村・南院内村
（安心院）明治村・西馬城村

中 津 市
　旧耶馬溪町　旧山国町

豊後大野市 （三重）白山村　（清川）合川村
（緒方）長谷川村　（朝地）西大野村　
（犬飼）長谷村

杵 築 市 　旧大田村　（山香）立石村・山浦村
由 布 市 （庄内）阿蘇野村
国 東 市 （国東）豊崎村

（安岐）西武蔵村・朝来村
玖 珠 郡 九 重 町 　南山田村　野上村　飯田村

玖 珠 町 　森町　八幡村
日 南 市 　鵜戸村　酒谷村　旧北郷町
串 間 市 　本城村　都井村
西 都 市 　山財村　三納村　東米良村
延 岡 市 　旧北方町　旧北浦町　旧北川町
日 向 市 　旧東郷村
小 林 市 　旧須木村
都 城 市 　旧山之口町
東 諸 県 郡 綾 町
児 湯 郡 西米良村

木 城 町
東 臼 杵 郡 美 郷 町

諸 塚 村
椎 葉 村

西 臼 杵 郡 高千穂町 　田原村　岩戸村
日之影町
五ヶ瀬町

鹿 屋 市 （鹿屋）高隈村
出 水 市 （出水）大川内村
伊 佐 市 （大口）山野町
霧 島 市 　旧霧島町
肝 属 郡 肝 付 町 　旧内之浦町

錦 江 町 　旧田代町
南大隅町 　旧佐多町

※山村振興法第７条に基づく「振興山村」市町村

郡・市

振 興 山 村 一 覧 表
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　旧中津江村　旧上津江村　旧前津江村

（本耶馬渓）東耶馬溪村・東谷村・西谷村

沖　縄　県 該　　当　　無　　し

鹿 児 島 県

宮　崎　県

町・村 旧  市  町  村  名

（豊後高田）東都甲村　（香々地）三重村

大　分　県

県　　名


